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着任の挨拶

校 長 西垣 和

１月１０日付けで本校の校長

を務めることになり，１２日に

弓削島に到着しました。こち

らに来てからまだ１週間しか

経っておらず，西も東も分か

らない状態ですので，各主事

の先生方や事務の関係者から

本校の実状について，いろい

ろと説明を伺っているところです。早く慣れて十

分な役目が果たせるようにしたいと考えておりま

す。

１月９日までは神戸商船大学（神船大）に勤め

ていました。私の郷里は兵庫県北部の温泉町です

が，神戸には大学生の頃から４５年間暮らしまし

た。アメリカ留学などで留守もありましたが，約

３９年間を神船大で過ごしました。神船大では主

に，極低温物理（約１K）の海洋科学工学への応

用（超伝導電磁推進船，海流発電，磁気分離，海

水の磁場効果，液体水素タンカー貯槽等々）につ

いて教育研究すると共に，副学長など管理運営に

も携わりました。これらの経験が少しでも本校の

発展に役立てばと思っています。

これまで芸予諸島付近は何度か通ったことはあ

りますが，弓削島に来たのは初めてです。１月１２

日に尾道港より高速船で来ましたが，大変穏やか

な天気に恵まれ，きれいな海と島々の美しさには

感動しました。このような素晴らしい環境の国立

学校で海の自然・文化・技術・工学を学び，人格

の形成に勤しんでいる弓削商船の学生は大変恵ま

れているなあ，と感じています。

本校では昨秋，創基１００周年記念祭が盛大に執

り行われたと聞いています。これから更なる発展

を目指してスタートする訳ですが，現在の国立学

校にはかつて経験したこともない，大変革の波が

押し寄せており，大学・高専を問わず大胆な改革

が求められています。永い伝統を誇る本校に赴任

したことを光栄に思うとともに，弓削商船校丸の

舵取りの責任の重さを痛感しています。これから

本校の関係者には多くの協力をお願いしつつ，荒

波を乗り切って行かねばなりません。皆さんのご

協力を切にお願いいたします。

退職にあたり

電子機械工学科 近藤 満夫

このたび定年により退職い

たします。企業を定年退職

後，ご縁がありまして，本校

で３年間勤務いたしましたが

お陰様で健康で無事退職でき

ますことを感謝いたしており

ます。

振り返ってみると，あっという間の３年間で，

教えることが不慣れなまま退職するようなきがい

たしております。授業，実験実習，卒業研究，寮

宿直などを通して，学生から適度に刺激され若い

エネルギーを受け，会社生活では味わえない貴重

な経験ができましたことを喜んでおります。

昨今の社会情勢の変化は早く，大変きびしいも

のがあります。国も企業もあまり頼りにはできな

い時代になりつつあります。これに対応するには

個人が能力を高めるしか方法はないと思います。

学生の時から，自負をもち，好きなこと進みた

い道を早くみつけてほしいものです。

著名な経営コンサルタントの船井幸雄氏が，多

くの人と接した経験から「人生が楽しくなる条

件」として

１．勉強好き（知らないことを知るのが好き）

２．素直（よほど確信がない限り否定しない）

３．プラス発想（常に良いこと，良くなることを

思う）

の３つを挙げています。心がけてみては如何でし

ょうか。

最後になりましたが，教職員，学生の皆様のご

多幸と本校の今後の御発展をお祈りいたしまして

お別れの言葉といたします。
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卒業に際して

五年間部活をして
電子機械工学科５年 村上 謙介

この学校に入学して，５年
という長くとも短くともとれ
る年月が経ち，その間に数え
切れない幾つもの事を学びま
した（多分）。その中でも，
一番自分に影響を与えたのは
部活でした。入学当時，既に
『硬式テニス部』に入部する
と決めていました。ただ，中
学時代には違う部活（軟式野球部）をしていた
し，テニスは未経験だったので，全く未知の世界
で不安もありました。しかし，実際に部活に入っ
てみると，先輩たちが色々と指導をしてくれた事
もあり，その不安も徐々になくなりました。
１，２年の頃は，練習が中々思うようにいか
ず，何度か辞めようかなと思いました。しかし，
その度に周囲からの励ましもあって，今までこう
して続けることが出来ました。
３年の時，高専大会に初めて出場し，団体戦で

優勝しました。その時のみんなの喜ぶ顔と，自分
の努力が報われた時は何とも言えない充実感でい
っぱいでした。これは絶対に忘れられない思い出
になりました。全国大会では，まぁ予想通りの結
果で終わりましたが，初めての経験でもあり，勉
強になる事がたくさんありました。
４年になると，何故か部長に任命され，責任感

とプレッシャーを感じました。また，勉強の方も
少しずつ忙しくなり，時間的にも精神的にも余裕
がなくなってきました。しかし，どこでどう間違
えたのか，またしても団体戦で優勝してしまいま
した。しかも全国大会の会場が北海道だったの
で，その喜びも格別のものでした。
５年になり，卒業研究や進学活動等で時間はな

かったものの，部活動最後の年という事もあり，
週末など出来るだけ練習に参加するようにしまし
た。その結果，高専大会で団体は逃したものの，
シングルス，ダブルスと優勝する事ができまし
た。ただ，全国大会の会場が尾道だったのが悔や
まれて仕方ありませんでした。
私の５年間は，部活動と共に在ったと言っても

過言では有りません。そこから多くのものを学
び，また後輩たちにも何らかのものを残す事がで
きた（？）と思います。

学生生活を振り返って
情報工学科５年 河本 樹也

この５年間という長かった
ようで短かった日々を振り返
ると，これまでの時間が自分
の知らないうちに，かけがえ
のないものになっていまし
た。
入学するときは何も分から
ず，ただ周りについていくの
が精一杯で，すべてにおいて
不安が自分に襲いかかってきました。
しかしそんな心配はほんの数週間でなくなって
しまいました。良い友達に恵まれ，部活動にも参
加し，勉強もどうにか乗り越えていくことが出来
ました。
また，商船祭や体育祭などに参加し，自分たち
で仕事をしていく中で高専生活を違った角度から
楽しむことが出来ました。
５年生になると，就職活動がはじまり，クラス
みんながプレッシャーをともに乗り越えながら同
じ境遇を語り合う中で，友情が深まりました。就
職活動を通して感じたことは，高専の勉強では１
年生から３年生までは主として専門教育の基礎勉
強に割り当てられていましたが，これが就職・進
学でとても大切だということです。
このようにいろいろな思い出がありますが，一
番の思い出は何かと聞かれれば，野球部で５年生
の夏の四国高専大会で２３年ぶりに優勝したことで
す。４年生の時に優勝できなかった悔しさをバネ
に練習してきた成果がだせ，何にもかえられない
喜びを感じることが出来ました。
これらの経験の中にはいろいろな失敗はありま
したが，それにも負けずに無事卒業を迎えること
ができる要因は，先生方，友達，家族の支えと，
自分自身の強い意志だと思います。この気持ちを
忘れずにこれから先の困難を乗り越えていきたい
です。
最後に，在校生の皆さん，これから高専に入ろ
うと考えている中学生の皆さん，最初にも述べま
したが高専生活の５年間というのは，本当にあっ
という間です。学生生活の中で勉強や部活動はも
ちろん重要ですが，学生生活を楽しむために最も
大切なことは，それらの時間を共有できるよき友
をつくることだと思います。この学校を卒業する
とき，後悔しないよう十分楽しんで良い思い出を
たくさん作ってください。
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平成１３年度卒業生卒業研究テーマ

電子機械工学科

焼結法による BiSrCaCuO 超伝導材料の作製 松

本 智晴

スパッタ法による YBa２Cu３O 薄膜の作製 柏

原 健 村上 謙介

工業用純チタンの強度延性異方性に関する研究

松本 昌之

マグネシウム合金の低サイクル疲労におけるき裂

伝ぱに関する研究 アズラン

指先指示に協調する共存型知能機械の感性工学的

評価 岡林 圭 越智 毅志 田窪 一樹 原田

照雄

易 CAD／CAM システムの構築 黒瀬 健介

山村 昇

種々の負荷と形状における応力集中について 児

島 聡一郎 村上 怜也

レゴとロゴによるプログラミング学習に関する研

究 笠井 麻衣子 村井 真紀

ロボット制御によるプログラミング学習に関する

研究 岡野 広邦 濱田 忠義

研磨抵抗の測定に関する基礎的実験 大石 雄三

接線力による微小変位特性の精密位置決めへの応

用 阿部 亮太

セラミックスと金属の摩耗特性 前田 規敬

半導体素子の評価 藤井 健輔

異方性を考慮した多孔板の弾塑性有限要素法解析

福田 英次 村上 大輔

塑性加工に関する接触問題解析 岡野 克也 菅

野 大蔵

非線形ダイナミクスの解析～多数の共振点をもつ

発振器系～ 荒木 啓介 宮地 宏和

新エネルギ－について 赤瀬 勇樹 安部 洋一

笑いの情動下での動的顔色と表情を伴うバーチャ

ル顔画像合成における顔色の効果 松井 星子

情報工学科

生活排水の水質改善に関する研究 岡野 恵梨

岡元 美波

高速道路における渋滞解消シミュレーション 眞

鍋 勇志 山岡 準

電気自動車における制御方式の検討 中本 翔

長� 孝一 ファルウィズ

しまなみ海道開通による島嶼部の交通環境変化に

関する研究～移動交通時間の分析 清水 陽子

�見 京子

しまなみ海道開通による島嶼部の交通環境変化に

関する研究～本校学生の出身地の分析 河本 樹

也 村上 貴康

波形認識プロセッサの開発 村上 絵理 チイ

高齢者健康管理システムの開発 林 浩二 藤澤

英雄

情報処理教育用ライブラリの作成 濱脇 真実

松浦 志保 村上 貴恵

非接触型タグを用いた店舗案内システム 川本

諭

VR を用いた乗馬体験システム 郷原 慎也 白

石 浩一 田窪 恭子 村上 弘光 元森 龍太

多視点画像処理による３次元モデルの生成～復元

精度に関する研究 阿部 幸恵 谷田 智恵子

多視点画像処理による３次元モデルの生成～自動

特徴点抽出に関する研究 香川 仁美

多視点画像処理による３次元モデルの生成～３次

元モデル生成に関する研究 安藤 美紀

明るさを考慮した家具の最適配置 岡野 宏美

金山 竜也 三河 愛子
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平成１３年度卒業予定者の就職・進学先一覧

（電子機械工学科）

セコム（株）

横浜電工（株）

トランス・コスモス（株）

（株）前川製作所

日本自動ドア（株）

職業訓練校

ケイラインエンジニアリング（株）

川重マリンエンジニアリング（株）

（株）朝日工業社

セントラル電子制御（株）

村田機械（株）

横浜電工（株）

富士電エンジ（株）

日設エンジニアリング（株）

技研電子（株）

西日本旅客鉄道（株）

長岡技科大学（電気電子情報）

長岡技科大学（機械工学）

豊橋技科大学（生産システム） ３名

香川大学（工学部）

信州大学（農学部森林学科）

九州工業大学（機械システム）

（情報工学科）

（株）富士通ハイパーソフトテクノロジ

西日本旅客鉄道（株）

因島鉄工（株）

富士通サポート＆サービス（株）

オリンパス光学（株）

（株）エイペックス

（株）菱友システム技術 ２名

（株）ヴァル研究所

三菱重工（株）高砂製作所

（株）ユーホー

日立通信システム（株）

（株）ジャパンアウトソ－シング

京セラ（株）

（株）サン・テクトロ

（株）富士通アドバンストリューション

日昇無線（株）

四国電力（株）

松下寿電子工業（株）

石井工業（株）

三菱電機エンジニアリング（株）

マツダ（株）

東レ（株）

（株）沖電気カスタマアドテック

ネクトウエア（株）

東芝プロセスソフトウエア（株）

総合警備保障（株）

スペースデザインカレッジ

東京映像芸術学院

和歌山大学

図書館情報大学
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練習船「海王丸」一般公開

弓削商船高専では，１０月２７日�創基１００周年記

念行事の一環として，独立行政法人航海訓練所の

練習船「海王丸」の一般公開を行った。

当日は天候にも恵まれ，約４００名の見学者を，

本校実習船係留場から弓削町沖に錨泊している

「海王丸」まで，実習船「はまかぜ」並びにチャ

ーター船により輸送した。

「海王丸」では，制服姿の実習生が見学者を敬

礼で出迎え，甲板の設備や船室内等の案内役を勤

めていた。

また，見学者達は，マストや操舵輪等をバック

に記念写真を撮ったりして思い思いに楽しんでい

た。

弓削商船高等専門学校 創基１００周年記念式典を

挙行

明治３４年（１９０１年）に弓削村外１ケ村海員学校

として開学されて以来，今年で創基１００周年を迎

えた弓削商船高等専門学校では，１１月２日に来

賓，学生及び教職員合わせて約８７０名の出席を得

て，同校第二体育館に於いて記念式典を挙行し

た。

記念式典では，病気療養中の森田校長に代わ

り，校長事務代理の小川教務主事が，森田校長の

現況を報告の後，「独立行政法人化が避けられな

くなった今，創造力を高め視野を広げる教育の実

施，少子化が進む中での入学者の確保と多様な学

生の受入体制の整備，専攻科設置の推進など最大

限の努力を払っていきたい。」と同校長の式辞を

代読した。

続いて，遠山敦子文部科学大臣の祝辞を中島潔

専門教育課補佐が代読し，加戸守行愛媛県知事

（前田瑞枝副知事が代読），木下良一弓削町長，

生越久靖国立高等専門学校協会会長（福井高専校

長）が祝辞を述べた。

第一体育館で行われた記念祝賀会では，川村赳

全日本船舶職員協会会長，米山阿南工業高等専門

学校長の祝辞に続いて，小川校長事務代理と来賓

代表による鏡開きが行われた後，野々宮同窓会長

の発声で乾杯，創基１００周年を盛大に祝った。

弓削商船高専「創基１００周年記念講演会」開催

弓削商船高専では，平成１３年１月１１日から順次

行われた「創基１００周年記念事業」の締めくくり

の行事として，１１月１７日�日本作詩家協会会長で

あり，同校校歌の作詞者である星野哲郎氏を講師

に迎え，学生・教職員及び一般を対象に記念講演

が行われた。

講演に先立ち，商船学科１・２年生による校歌

の斉唱があり，引き続き，「出会いこそ わが唄」

という演題で，作詞家になった経緯や作詞する際

の裏話等が語られ，聴衆からは小さな笑いが何度

も巻き起こり，貴重で楽しいひとときを過ごし

た。
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第１２回全国高等専門学校プログラミングコンテス

ト

全国高等専門学校第１２回プログラミングコンテ

ストの本選が１０月１３日，１４日に山形県鶴岡市の中

央公民館等を会場に，鶴岡高専が開催校となって

行われた。

今回は，第１３回全国生涯学習フェスティバル

（文部科学省，山形県等主催）の参加企画の一環

として行われ，出展された作品は多くの一般入場

者に公開された。

本戦には予選を勝ち抜いた課題部門１０チーム，

コンテンツ部門１１チーム，競技部門５５チームの計

７６チームが参加。内容の濃い熱きバトルが展開さ

れ，課題・コンテンツの両部門は弓削商船高専が

最優秀賞を獲得，競技部門は宮城高専が優勝し，

それぞれ文部科学大臣賞が授与された。

決戦前夜

情報工学科５年 白石 浩一

平成１３年１０月１２日，第１２回

プログラミングコンテストに

参加するため，僕達は山形県

へと飛び立った。眼下に広が

る日本の大地を眺めながらも

心は以前の大会へと飛んでい

た。

プログラミングコンテストに存在する３つの部

門，課題，コンテンツ，競技。第１０回，情報工学

科３年だった僕達は競技部門に挑戦し，惜しくも

一回戦にて敗退。そのとき僕達は敗北の辛さを知

る。今までこのプログラムにかけてきた努力が容

赦なく否定される瞬間。これ以上無い脱力感に苛

まれる。こんな思いは２度と味わいたく無い。退

部を本気で考えた。しかし踏みとどまった。来年

こそは，その思いが自分を部へと縛りつけた。

第１１回プログラミングコンテスト課題部門，テ

ーマは「自然との共生」。そして瞬く間に月日は

流れていった。競技部門は後輩に任せて，僕達は

課題部門に挑んだ。嫌な予感がした。何かが足り

ていないのではないかという思いが頭から離れな

かった。焦りはプログラムの完成を遅らせ，それ

は更なる焦りを生み出した。結局，出発前日まで

プログラム修正に追われ，心休まる間も無いまま

プログラミングコンテスト開催地へと駆ける。敢

闘賞。それが結果だった。再び否定される努力，

流れる涙。ハードルは高かった。

時はそんな激情を洗い流し，痛みを忘れさせ

る。それは悪い事ばかりではなく，最後にもう一

度挑戦する勇気を生む。課題部門のテーマは去年

のまま，雪辱を果たすにはもってこいである。

チームが考え出したのは乗馬体験シミュレータ

『ProjectU』。既存のシミュレータには無い手入

れ機能を実装することによって自然との共生を図

る。春からプログラミングに多くの時間を割き努

力してきた。夏休みも毎日のように朝から夕方ま

で作業漬け。後半は合宿して完成を急ぐ。授業が

始まってからも，作業は続く。メンバーは就職活

動に時間を食われながらも己の持つ力をプログラ

ムにぶつける。乗馬時に使う馬型デバイスが完成

し，圧力センサーの位置を調整し，データ取りに

励む。努力すればするほど時間が足りないと感じ

る。完成度を求めると次から次へとやるべき作業

が涌いて出てくる。限られた時間の中，なれない

天井を見上げながら眠りにつく時すらプログラム

のことを考える．．．そんな日々が続きあんなに

遠いと感じていた１０月１３日が・・・

ふと感傷に浸る自分に気づく。馬鹿馬鹿しい，

全て終わった事だ。今心配すべきは目の前に立ち

ふさがる第１２回プログラミングコンテストという

壁の事である。眠ろう，そして夢を見よう。目を

覚ましたら，その夢を叶えるのだ。もう，すぐそ

こにある。
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クラブ活動状況等

［平成１３年度愛媛県高等学校新人大会］

（陸上競技）

期 日 平成１３年９月２２日�～２４日�
場 所 愛媛県総合運動公園陸上競技場

成 績

４００� 予選落ち 柏原 正樹（Ｍ２）

５３秒４９

４００� 予選落ち 長谷川将司（Ｉ２）

５３秒８９

１５００� 予選落ち 柴田 光（Ｍ２）

４分２３秒３７

１５００� 予選落ち 藤本 進矢（Ｉ２）

４分２８秒７７

５０００� １２位 柴田 光（Ｍ２）

１６分２５秒４７

５０００� １４位 藤本 進矢（Ｉ２）

１６分２７秒７５

４×４００�Ｒ 予選落ち

岩本 祐輔（Ｓ２）

３分３９秒１３

柏原 正樹（Ｍ２）

長谷川将司（Ｉ２）

益濱 弘（Ｍ１）

砲丸投 １３位 宮田 真自（Ｓ１）

９�１９
円盤投 １４位 宮田 真自（Ｓ１）

２７�４７
女子１００� ６位 峯松 順子（Ｍ２）

１３秒０１

女子２００� ８位 峯松 順子（Ｍ２）

２７秒７７

女子走幅跳 １９位 峯松 順子（Ｍ２）

４�２１
女子やり投 ５位 早柏ちひろ（Ｓ２）

３２�７１
女子砲丸投 ７位 早柏ちひろ（Ｓ２）

８�８５
（テニス）

期 日 平成１３年１１月３日�・４日�
場 所 南レクプレーランドテニスコート

成 績 個人戦ダブルス １回戦敗退

内藤 宣二（Ｓ２）・田中 慶（Ｍ２）組

（柔 道）

期 日 平成１３年１１月１７日�・１８日�
場 所 宇和島市立総合体育館

成 績

団体戦 １回戦敗退

川内 周太（Ｍ２）・足立 雅俊（Ｓ１）

武田 康裕（Ｓ１）・山田敬太郎（Ｉ１）

個人戦

６０�級 山田敬太郎（Ｉ１）１回戦敗退

８１�級 足立 雅俊（Ｓ１）１回戦敗退

１００�超級
川内 周太（Ｍ２）１回戦敗退

（剣 道）

期 日 平成１３年１１月１７日�・１８日�
場 所 西条高等学校

成 績

団体戦 ２回戦敗退

岡野 豊（Ｓ２）・後藤 誠司（Ｍ２）

大西 克孝（Ｍ１）・山下 克人（Ｓ１）

小薮慶伊太（Ｓ１）

（バドミントン）

期 日 平成１３年１１月１８日�
場 所 クラレ西条体育館

成 績

団体戦 １回戦敗退

田名後 翔（Ｉ２）・森本 猛（Ｉ２）

高田 寛（Ｓ１）・米倉 正和（Ｓ１）

渡辺 文浩（Ｉ１）

［第３２回因島市総合体育大会］

（サッカー）

期 日 平成１３年１０月７日�
場 所 因島運動公園多目的競技場

成 績 弓削商船高専Ａ 準優勝

弓削商船高専Ｂ ３位

（テニス）

期 日 平成１３年１０月１４日�
場 所 因島運動公園テニスコート

成 績

男子ダブルスＣ級

村本 智貴（Ｍ４）・内藤 宣二（Ｓ２）組

優 勝

山下 裕規（Ｓ２）・田中 慶（Ｍ２）組

準優勝

女子ダブルスＤ級
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原 瑠美（Ｉ２）・山本依里佳（Ｉ１）組

準優勝

［平成１３年度愛媛県秋季陸上競技大会］

期 日 平成１３年１０月２７日�～２８日�
場 所 愛媛県総合運動公園陸上競技場

成 績

女子やり投 ５位 早柏ちひろ（Ｓ２）

３４�６１
女子砲丸投 ６位 早柏ちひろ（Ｓ２）

８�２５

［高校駅伝］

第５２回全国高等学校駅伝競走大会兼第４５回四国

駅伝競走大会愛媛県予選会

期 日 平成１３年１１月２日�・３日�
場 所 愛媛県総合運動公園陸上競技場

成 績 １２位 ２時間２８分５４秒

寺内 大造（Ｓ３）・柴田 光（Ｍ２）

柏原 正樹（Ｍ２）・藤本 進矢（Ｉ２）

岡野 甫（Ｉ２）・長谷川将司（Ｉ２）

益濱 弘（Ｍ１）・金本 健児（Ｍ１）

［三島五町テニス大会］

期 日 平成１３年１１月４日�
場 所 大三島緑の森公園

成 績

女子ダブルス

古江 綾子（Ｉ４）・尼子 順子（Ｉ４）組

優 勝

［第２回伯方町テニス（シングルス）大会］

期 日 平成１３年１１月１８日�
場 所 伯方Ｓ・Ｃパーク

成 績

男子Ａ級 村上 謙介（Ｍ５） 準優勝

男子Ｂ・Ｃ級 村本 智貴（Ｍ４） 優 勝

女子Ａ・Ｂ級 古江 綾子（Ｉ４） 優 勝

尼子 順子（Ｉ４） 準優勝

［瀬戸内三校漕艇大会］

期 日 平成１３年１１月１８日�
場 所 大島商船高等専門学校

成 績

新人戦 １位 弓削商船高専 ８分３７秒８４

２位 広島商船高専 ８分５８秒６４

３位 大島商船高専 １０分２７秒８０

Ａクルー １位 弓削商船高専 ９分０２秒２８

２位 広島商船高専 ９分３１秒８２

３位 大島商船高専 １０分００秒６７

［第３８回四国地区高等専門学校総合体育大会ラグ

ビーフットボール競技］

期 日 平成１３年１１月３日�
場 所 高松高専グラウンド

弓削高専 １７ － １０ 高松高専

期 日 平成１３年１１月１０日�
場 所 阿南高専グラウンド

阿南高専 ２８ － ５ 高松高専

期 日 平成１３年１１月２４日�
場 所 弓削高専グラウンド

弓削高専 ２１ － １９ 阿南高専

成 績 １位 弓削高専

２位 阿南高専

３位 高松高専

［第３２回全国高等専門学校ラグビーフットボール

大会・第３６回全国高等専門学校体育大会］

期 日 平成１４年１月５日�
場 所 神戸総合運動公園ユニバー競技場

成 績 ２回戦敗退

弓削高専 ７ － ３１ 久留米高専

［第４８回大島一周駅伝大会］

期 日 平成１４年１月１４日�
場 所 石文化運動公園（宮窪町・吉海町）

成 績 一般・高校の部

２位 １時間４２分１５秒

区間賞 ４区 藤本 進矢（Ｉ２）

［第３５回伯方島一周駅伝大会］

期 日 平成１４年１月２０日�
場 所 伯方Ｓ・Ｃパーク（伯方町）

成 績 高校の部

２位 ５８分４７秒

［第３回愛媛県高等学校剣道１年生大会］

期 日 平成１４年１月２０日�
場 所 ツインドーム重信

成 績 ベスト８
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小薮慶伊太（Ｓ１）・大西 克孝（Ｓ１）

山下 克人（Ｓ１）・寺島 裕之（Ｍ１）

資格試験等合格者

二級海技士及び一級海技士資格のうちの筆記試験

一級

Ｓ５ 菅 慎太郎，箱崎 純一

Ｓ４ 今井 啓介，西谷 勇二，松本 大輔

村上 伸一

特殊無線技士

第１級海上

Ｓ４ 戝前 正美

Ｓ３ 石川 祐二，平田 真也

小型船舶操縦士

１級

Ｓ４ 齋藤 克浩，田渕 晋也，浜咲 昭雄

濱中 一浩，山川 達治，山本 桂司

Ｓ３ 植田 純也，植田 翔児，�木 宏

玉田 大輔，中谷 省吾，原田 修平

平田 真也，平野 豊，福本 健朗

藤原 亨，山口 慎吾

Ｍ３ 片山 雅史，山本 一等

Ｉ３ �原 渉，本多 俊哉

４級

住村 航太，清水 良祐，平山 悠太

松下 大輔

日本漢字能力検定試験

準２級

Ｉ１ 鳩野 利英，村上歌奈子

３級

Ｓ１ �田 寛

Ｍ１ 石井 良一，上園 哲也，加納 靖将

木下つる代，砂川 隆宣，中川裕太郎

原山 晋也

Ｉ１ 越智 大輔，柏原 伸哉，加藤 裕之

亀田 幸作，郷原麻衣子，小牧 洋介

佐伯 拓郎，澤村 智也，竹村枝里子

林 真平

４級

Ｍ１ 小村 太郎，村上 弘治

Ｉ１ 片山真由美，村上 友美

画像情報技能検定

３級

Ｉ４ 赤尾 和英，赤星 雄希，岩本 章子

小森 友寛，島岡 哲也，大黒 夏美

中川 三絵，松浦 加奈，宮市 友紀

宮地 里佳，村上 真由，村上 侑一

村上 由理，山本 晃央

アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテ

スト ２００１四国地区大会

期 日 平成１３年１０月２８日�
場 所 阿南工業高等専門学校第１体育館

成 績 １回戦敗退 弓削商船Ａ「天地無用」

１回戦敗退 弓削商船Ｂ

「どっぽりがっぽり」

出場者

「天地無用」

担当教官 中山 恭秀

学 生 藤原 忠弘（Ｍ４）

松本 智晴（Ｍ５）

西岡 雄大（Ｍ１）

「どっぽりがっぽり」

担当教官 瀬濤 喜信

学 生 兼田 一範（Ｍ２）

真田 悠生（Ｍ４）

道久 隆幸（Ｍ１）

商船祭

第３１回商船祭は，創基１００周年の記念すべき年

でもあり，「ファーストライト～１／１００～」とい

うテーマで，芸能人による「今井雅之トークショ

ー」など盛大なイベントで，平成１３年１１月１０日

�・１１日�の２日間にわたり開催された。
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第２３回四国地区高等専門学校総合文化祭

期 日 平成１３年１１月１７日�・１８日�

テーマ JOYFUL！

場 所 阿南市市民会館，阿南ひまわり会館

主管校 阿南工業高等専門学校

入賞者

絵画部門

優秀賞

松井 星子（Ｍ５） 「四季」

佳 作

赤瀬 勇樹（Ｍ５） 「少女」

書道部門

優秀賞

山下 克人（Ｓ１） 「翔」

佳 作

木下つる代（Ｍ１） 臨「蘭亭叙」

校内マラソン大会

──── 男子 ──────────────────────────────────

０１‐００：２９：３０ Ｍ２ 柴田 光

０２‐００：３０：０６ Ｍ５ 前田 規敬

０３‐００：３１：２９ Ｍ２ 柏原 正樹

０４‐００：３１：２９ Ｍ１ 益濱 弘

０５‐００：３１：３０ Ｍ１ 金本 健児

０６‐００：３１：３０ Ｉ２ 藤本 進矢

０７‐００：３１：３５ Ｓ３ 寺内 大造

０８‐００：３１：３８ Ｍ１ 野田 達也

０９‐００：３１：５１ Ｉ２ 岡野 甫

１０‐００：３１：５２ Ｉ２ 長谷川 将司

──── 女子 ──────────────────────────────────

０１‐００：２６：４９ Ｉ３ 松野 祐果

０２‐００：２７：３９ Ｉ１ 山本 衣里佳

０３‐００：２９：０８ Ｓ２ 早柏 ちひろ

０４‐００：２９：２６ Ｉ１ 青野 寛子

０５‐００：３０：０２ Ｉ４ 古江 綾子

０６‐００：３０：２８ Ｉ２ 原 瑠美

０７‐００：３０：４０ Ｍ２ 峯松 順子

０８‐００：３１：０１ Ｉ４ 尼子 順子

０９‐００：３１：２５ Ｉ２ 宮森 友美

１０‐００：３２：０４ Ｉ１ 片山 真由美

－１０－



航海実習について

電子機械工学科３年 箕島 和美
２００１年１１月６日から３日間，神戸へ航海実習に
行きました。行きは海がとても荒れていたので船
酔いする人が多数でとでも大変でした。航海実習
での目的は会社実習だと分かっていても，クラス
のみんなと船で生活するということも私の中では
すごく楽しみでした。機関制御室での当直実習は
とても興味深いものがありました。私達は電子機
械工学科なので商船学科とは全く別のことを勉強
しているとずっと思っていましたが，船のエンジ
ンも陸のエンジンもあまり大きな違いはなく，普
段学校で勉強していることがいかに大事かという
ことをあらためて実感しました。瀬戸大橋や明石
海峡大橋を下から眺めたのは心に残りました。
三菱重工の神戸造船に見学に行って，まず初め

に会社概要のビデオを見せてもらいました。そし
てバスに乗って会社内を案内してもらったのです
が敷地内に信号もあって驚きました。設計開発セ
ンタービルの１階に資料館があり，そこで神戸造
船所の歴史を教えてもらい，私はずっと船だけを
造ってきたのだと思っていましたが，会社設立当
時は車や汽車も作っており，戦後すぐは造るもの
がなくて，鍋やフライパンなどを造っていたそう
です。三菱重工は全国に１４ヶ所造船所をもってお
り，中でも神戸造船所はトップクラスに入り，社
員数は５千人をこえています。三菱重工は今でも
いろんなことを手がけており，船だけでなく，原
子燃料サイクル，ボイラ，環境保全機器，鉄鋼製
品，文化・レジャー製品，料金収受機械，建設機
械など数多く造っています。今回の航海実習は私
にとってもいい経験になりました。学校ではあま
り話さないクラスの人ともたくさん話すことがで
きたので，そういう意味でもよかったと思いま
す。

IT フェアに参加して

田房研究室 卒業研究学生
平成１３年１０月１３－１４日，松山市アイテムえひめ

において，えひめ IT フェア２１が開催され，本校
より情報工学科葛目・田房研究室の学生８名が参
加しました。会場では，百周年記念事業の PR，
学校案内の配布をおこないました。田房研究室の
代表学生３名に当日の様子等をインタビューをし
てみました。
（Q１）どのような展示を行ったのですか。ま
た，準備における苦労などありましたか。
（香川さん）テーマは，コンピュータによる運動
の３次元再生です。展示として特徴点をマウスで
抽出する作業を自動抽出できるようにしたソフ
ト，３次元座標をワイヤーフレームで表示するソ
フトを展示しました。用途としては，スポーツや
ダンス，楽器演奏におけるフォームの解析及び矯
正，また，身体が不自由な人や高齢者の動作解析
により，その人に合った補助具の開発があげられ
ます。準備する上で，苦労した点は，プログラミ
ングがまったくといっていいほど，わからないの
で，本を調べたり教官や友達に聞いたりして，遅
くまで学校に残ったり，夏休みも学校にきてプロ
グラム作成をしたことです。また，展示用のパネ
ル作りでは，プリンタの調子が悪く，IT フェア
の前日（学校を出発する２時間前）まで，印刷を
していました。まさか，こんな所で時間をとられ
るとは思っていませんでした。
（Q２）弓削商船のブースには，どのような方が
見学に来られましたか。また，どのような質問，
印象を持っていましたか。
（阿部さん）見学に来た人は弓削商船を知ってい
る方や，弓削商船出身の方，小学生や中学生の子
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供を連れた家族等，学校自体に興味をもっている
方たちが多かったです。質問は，私たちが説明を
してわからなかった事など展示に関する質問もあ
りましたが，女子学生はどのくらいいるかとか学
校のシステム等，学校自体に対する質問がほとん
どでした。印象は，弓削商船には商船学科だけし
かないと思っている方が多く，情報工学科や電子
機械工学科がある事を聞いて驚いているみたいで
した。
（Q３）IT フェア参加における PR 効果や，来年
度に向けて改善点があれば教えて下さい。
（安藤さん）弓削という島があることを知らな
い，弓削島を知っていても弓削商船があるとは知
らない，弓削商船を知っていても商船学科の他に
学科があることを知らない人も多かったので，参
加は大きな PR になったと思います。参加してい
た企業のブースは，通りかかる人に景品を配布
し，企業のイメージアップや製品 PR に力をいれ
ていました。弓削商船のブースは，企業ほどの
PR はできませんでしたが，他の専門学校には負
けないくらいの展示ができていたと思います。来
年度は，実際に物にふれることのできる「体験コ
ーナー」を設けると，お客さんが訪れてくれるの
ではないでしょうか。

第１回医工学際研究・交流会の報告

商船学科 多田 光男
平成１３年１２月１５日・１６日の２日間，本校及び岡

山大学医学部保健学科が中心となって第１回医工
学際研究・交流会が本校練習船「弓削丸」の上で
開催されました。本会合は工学分野と医学分野と
の相互の研究情報交換を目的としたものです。参
加者は本校関係者５名，岡山大学医学部保健学科
教員７名，インドネシアからの客員教員２名，そ
の他地元弓削町役場の方をはじめ広島，福山，兵
庫，東京などの各地から，老人ホーム関係，健
康・医療器具関係，健康食品関係，医療事務・法
務関係などにたずさわっておられる方々が１１名，
総勢２５名というにぎやかな会合となりました。
会合では，次の８件の研究報告がありました。

（１）「離島における高齢者健康管理システムと
ネットワーク利用の検討」

弓削商船高専情報工学科 葛目 幸一
（２）「生体情報の計測法」

岡山大学医学部保健学科 山本 尚武
（３）「マイナスイオン医療器とその効果」

株式会社ウエルネス 清水 顕一
（４）「インドネシアにおける老人介護の現状と

課題」インドネシアマラタナ大学
マリア ユリアナ

（５）「ヘルスプロモーションの展望」
岡山大学医学部保健学科 景山 甚郷

（６）「病院臭，老人臭などの消臭対策について」
有限会社オステン 東 啓明

（７）「多孔体の強度評価について」
弓削商船高専電子機械工学科 中山 恭秀

（８）「無線 LAN を用いた瀬戸内海離島の地域
イントラネットの構想」

弓削商船高専商船学科 松下 邦幸
初日の夜は，大三島の民宿で懇親会を催し，２
日目には大山祗神社参拝や来島海峡見学などもあ
り，参加者には大好評で有意義かつ充実した洋上
セミナーでした。

初茶会

情報工学科４年 澤田 真子
「お茶会をしてみたいね」友達のこの一言から
始まりました。私達が茶道部に入部してこの方，
商船祭と総文以外で活動した覚えはありませんで
した。毎週水曜日，先生に来ていただき稽古して
いても人前でそれを披露するのは年に２回だけ。
そんなことから，「お茶会」を計画することにな
りました。そして話は着々と進み，年明け一番に
「初茶会」という名でお茶会を開くことになりま
した。冬休み前に券を作り，校内中を売り歩きま
した。沢山の人達が協力して券を買ってくれまし
たが，券は百枚も売れませんでした。予想はして
いたけど，残った券を見ていると，当日のことが
不安でした。
冬休み最後の日，私たちは白雲館に集まり，会
場の準備をしました。お席は，イスに座って楽な
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感じでお茶を楽しめるお席と，和室でゆっくりと
お点前を楽しめるお席とを用意しました。道具の
配置もきまり，後は本番に備えるだけとなりまし
た。
当日，部員の女の子達は全員，着物を着てお茶

会に臨みました。帯を締めると気持ちも締まり，
お茶会に対する期待が膨らんでいきました。
お茶会が始まると，殆ど途切れることなくお客

さんがお茶を飲みに来てくれました。お客さんの
前でお点前もさせていただき，私なりに精一杯の
感謝の気持ちを込めたお茶を飲んで「おいしかっ
たよ」と言ってもらえた事が何より嬉しかったで
す。
初茶会を終えて，私は今まで以上に茶道が好き

になりました。また，もしこのお茶会を通してお
茶に興味を持ってくれた人がいたとしたなら，本
当に嬉しく思います。また機会があれば今回のよ
うな活動をしたいと思いますので，そのときはよ
ろしくお願いします。
最後に，いつも御指導してくださる先生方並び

に茶道部を支えて下さっている方々，そして，お
茶会に足を運んで下さった皆様に，心からお礼を
申し上げます。本当にありがとうございました。

ホームルームスキー旅行

電子機械工学科３年 石丸 貴之
１月１２日１３日に電子３年のホームルームで広島

のドルフィンバレースキー場に行って来ました。
参加は２８人の電子３年の学生と，堤教官と岩堀教
官が引率してくださりバスで行きました。
１２日の朝７時５０分に因島土生港を出発して１１時
くらいにスキー場に到着しました。スキー場につ
き，休憩するまもなく着替えてそれぞれゲレンデ

に出て滑り出しました。ほとんどの人がスノーボ
ードでしたが，６人と教官はスキーだったので，
スキーの学生は教官に指導してもらい僕と岡部，
金本の３人は初心者コースに行って練習していま
した。初心者コースに行くとスノーボードをして
いる学生もいて一緒に滑りました。スノーボード
は滑る前に座って足をボードに固定しないし，両
足を固定していてバランスを取るのが難しいので
こけたりして，お尻が濡れて冷たそうに滑ってい
ました。スキーはスノーボードと違っていたと足
はずっと固定しているし，座って装着する必要も
ないので，スノーボードに比べて滑る時間が長く
て，あまりバランスも必要ないので上達するのは
早かったです。
昼から夕方の４時くらいまでで，初心者コース
は滑れるようになったので休憩をして夕食を食べ
ました。夕食はスキー場の食堂で各部屋のメンバ
ーで寄せ鍋をしました。夕食を食べた跡は少し休
憩を取り，夜の８時くらいからオールナイトのリ
フト券を買って初級コースを滑りに行きました。
夜だというのにスキーやスノーボードをする人達
は増えていっていました。しかし，学生は１時を
過ぎるとほとんどが，部屋に帰って寝ていまし
た。
でも岡部君と僕の２人は，シャーベット状のゲ
レンデの上を朝の４時過ぎまで滑りました。その
時には，他の客も帰り始めていました。それから
８時くらいまで寝て，その日は帰る日でもあり，
前日の疲れもあって，３時間程度しか滑れません
でした。
このクラスでいったスキー旅行は，ケガもなく
終わり，電子３年の良い思い出になったと思いま
す。また機会があればクラス旅行をしたいです。
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留学生スキー教室

情報工学科４年 ファルク
毎年のような今年も１月１９から２０日まで２日間

留学生スキーがありました。このスキーに参加者
は３年生と４年生の留学生とそれぞれのチュータ
ーそして教官方でした。今年行ったのは女鹿平と
いう名前のスキー場でした。車で２時間半ぐらい
です。私にとって今回は２回目のスキーでした。
母国は暖かい国でスキー場がないです。だから日
本に来て初めてスキーの経験になるのは当たり前
のことです。家族の皆スキーのことは全く分から
なくて心配していました。そしてそれについて皆
に色々注意されました。
今年のスキーは色々な点からみると昨年より違

いました。まずスキー場は昨年と違って人工場に
なっていました。人工場の雪が固くて細かくない
ので滑りにくかった。その上スキーの日晴れだっ
て雪も少なかった。またスキー場の坂も激しかっ
たです。昨年やったのに今年簡単に滑れると思っ
たんですがなかなか滑れなかった。最初の日よく
転んだりしても次の日つれて行ってもらった教官
たちに弱点を添削してもらってよく滑れるように
なりました。私はどうしても滑れるようになりた
い気持ちを持っていたのです。皆もよくできたと
思います。私にとってスキーするのに一番大切な
のは勇気のもちかたです。坂が急激に下がっても
勇気を持って挑戦する事です。そして自分自身を
持って滑ることです。
今年も昨年のようなスキーをビデオしました。

そしてそのビデオテープを皆に配りました。それ
も教官にとっては大変な事でした。一言で言えば
今年のスキーは非常に楽しかったです。そして責
任を持って行った教官方に心から本当に感謝して
います。

長崎の旅行

情報工学科３年 アリフィン
私が日本へ来る前に日本のことあまり知りませ
んでした。４６都道府県の中で３つしか知りません
でした。それは東京，広島，と長崎です。東京は
日本の首都ですから，よく知られているのも当然
です。広島と長崎は第二次世界大戦のとき原爆を
投下された所で有名です。中学生の時，そのこと
を世界史の授業で聞いて広島と長崎へ行ってみた
いなと思いました。
今，在学している学校は広島の近くにあります
から広島へ行く機会もしばしばありますが，長崎
は遠くてなかなか行けませんでした。だが，やっ
とこの前の冬休みに行く機会に恵まれました。１
泊２日の旅行で教官に連れていってもらいまし
た。ツアーに参加したから，その短い時間で色々
なところの見物ができました。
朝みんな早く起きて車で尾道まで行きました。
そして，そこでバスが来るのを待ちました。８時
ごろバスが来て，すぐバスに乗りました。１日目
は長崎県の雲仙というところへ行きました。雲仙
は温泉で有名です。長崎市からちょっと離れて
て，バスで１時間半ぐらいかかります。
雲仙に着いたのは午後４時ごろでした。荷物を
部屋に置いてからすぐホテルの近くにある「地
獄」へ行きました。煙がいっぱい出て，しかも臭
っていました。硫黄の臭いです。
次の日に８時ごろホテルを出て長崎市へいきま
した。最初に行ったところはグラバー園です。昔
はオランダ人の家だそうです。１時間ぐらいあそ
こにいて，平和公園へ行きました。平和公園にあ
る大きい彫像が面白い形をしていると思います。
そして２時ごろ長崎から出発して尾道を向かいま
した。尾道に着いたのは夜１０時ごろです。ちょっ
と疲れましたが，楽しかったです。
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